
“笑う門には福来る”ということわざがあるように、
笑いの効用についてはいろいろなことが言われている。
健康にいい。免疫力が上がる。
人間関係がスムーズになる。ストレスが解消される、など。
しかし、その効用を科学的および
社会学的見地で研究している人は珍しいのではないだろうか。
関西大学社会学部教授の木村洋二さんがその人だ。
30年ほど前、死ぬほど笑う経験をして以来、
笑いというものに取り憑かれて研究を続けた結果が、
ようやく実を結びつつある。
その木村さんが語る、笑いのメカニズムと測定法、
そして、その意味と意義──。

木村洋二さん
関西大学社会学部教授

関係性の未来

が
世界を救う!!
aH
アアッッハハ！！
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体験談からきたものだという。

「30年近く前でしたかね。大学院で助手を

していたときに、仲間3人で鍋をつついて

いたんです。酒を飲んでわーわーやっていた

ときに、なぜか3人とも笑いが止まらなく

なって。もう苦しいんですよ。お互いの顔を

見るとにらめっこみたいで、我慢していると、

またぶーっと笑ってしまって。それで3時間。

あれはなんだったんだろう。笑い茸が混ざって

たのかもしれないし、酒のせいかもしれない。

科学的な実証はしていないわけだから、今と

なっては神話みたいなものですね。遠い昔の。

なにもないのに笑い出すっておかしいでしょ。

出かけていってビンラディンになりすまして

いるんじゃないか、とか、ある種の『ズレ』が

生じていろいろ混乱しますよね。クルマに

たとえると、『ビンラディン』がローギアで、

『大学教授である僕』がセカンドギア。この

ふたつのギアのあいだで迷っていたらクルマ

は故障してしまうわけですよ。だからギアを

ニュートラルに入れて、プラスもマイナスも

外れてしまってゼロになっている状態。それが

笑いだというのが僕の考えなんです」

ゼロになっている状態が『笑い』だという

考え方。それは木村さんが身をもって得た

「僕がビンラディンだと言うと笑うでしょ?

ほら笑った。アハハ」

大きな笑い声。豊かな顎髭。そして優し

げな目元。関西大学の教授室でお会い

した木村さんは、『笑い』の専門家にふさわ

しい出で立ちの人だった。

「僕とビンラディン。似てるけども違う。でも

一瞬、ビンラディンが変装してこの大学に

いるんじゃないかとか。あるいは僕がアラブに

3時間ぶっ続けて笑った結果
人生は無意味で面白いと悟った

「人生というものは
意味はないけど、
充分に生きるに値するという
感覚が生まれたんです。
笑っている3時間のあいだにね」

P R O F I L E

1948年青森県生まれ。1977年京都大学大学院文学
研究科博士課程（社会学専攻）単位取得による退学。
現・関西大学社会学部教授。著書に『笑いの社会学』
（世界思想社）『視線と「私」─鏡像のネットワークとしての
社会』（弘文堂）、自薦論文は「禁止と欠如と意味の誕生」
（満田・青木編著『社会学への誘い』）。08年「ユーモア・
サイエンス学会」を設立、年報『笑いの科学』（松籟社）を
創刊した。関西大学が2010年に堺市に新設する「健康
文化学部」に「ユーモア科学専攻（領域）」を開設予定。
日本笑い学会の副会長も務めている。

木村洋二さん

関係性の未来
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笑っていること自体もおかしいし、人生自体が

なんというか、おかしかったですね。不条理

というか、ばかげているというか。生きている

というのはなんの意味もない、空っぽだと

いう感覚がありましたね」

その感覚は、若き日の木村さんにとって

運命的なものだったようだ。

「あの頃は、ベトナム戦争の反戦運動が

あって、日本では連合赤軍事件がありました。

カンボジアではポル・ポト政権が崩壊したり

してね。だから僕らも『挫折』とか『絶望』とか

『革命』といった言葉をほざいていたんです。

でもずっと笑っているあいだ、自分たち自身

というか、世代そのもの、あるいは戦後の

日本史にいたるまで、まったく無意味だと

いう感覚になったんです。それは別に絶望感

とかニヒリズムではなく、実に愉快な感覚

でした。人生というものは意味はないけど、

充分に生きるに値するという感覚が生まれた

んです。笑っている3時間のあいだにね」

笑いは健康にいい、免疫力が上がる、と

いう考え方は広く知られているが、それは

科学的な根拠に導かれたものではない、

と木村さんは語る。

「アトピーの患者さんがチャップリンの

映画を見て笑うと、そのあとアトピーの反応

が3分の1ぐらいに減ったという事例がある

んです。知り合いの医者に『どうして減るの？』

と聞くと、『いやあ、それは減るからだよ』って。

よくわかんない。アハハ。僕の仮説では、

脳内の笑いの回路であふ

れたものが、どこかの経路

を通じて免疫系に作用

しているんじゃないかと

思うんだけどね」

笑いの効用を科学的に

実証するためには、厳密に笑いを測定し、

数値化する必要がある。木村さんが目を

つけたのは、横隔膜だった。

「3時間笑ったときに脇腹が痛くて歩け

なくなるほどでしたから。『ハッハッハ』と笑う

と横隔膜が揺れているはずだと直感したん

です。そこで横隔膜の振動を測定する装置

を開発して実験を繰り返したわけです」

木村さんは、横隔膜の振動、つまり笑い

の量を測定してaH（アッハ）という単位を

つけた。『アハハ』という普通の笑いは3aH、

爆笑なら5aHだという。

「くすっと笑うと1aHぐらいですね。面白い

のは、横隔膜が動かない笑いがあるんです。

それは愛想笑いとかカラ笑いの類。作った

笑いというのは、大頬骨筋（ほおの筋肉）や

腹筋は振動するんだけど、横隔膜は動か

ない。これは実験で実証済みなんです（※1）。

となると、横隔膜の測定によって、笑いとか

おかしみという精神的な活動が数値化できる

ので、科学的になりますよね。たとえば1日に

5aH笑ったらアトピーがこれだけ減りました

というデータが集まるかもしれない。

それにしても、我ながらこのaHという

ネーミングはヒットだと思いますね。これが

『エッヘ』とか『ヒョヒョヒョ』だったら絶対流行

らない。『1ヒョヒョヒョ』『2ヒョヒョヒョ』

じゃあね。アハハ」

木村さんが開発した『笑い測定器』は、

心電図などで使われる筋電計の電極を体に

張りつけ、笑いが起きたときの横隔膜の振動

を数値化。そのデータをパソコンに取り込み、

グラフ化できる仕組みになっている。

「もう少しこのシステムが使いやすくなれば

いいんですけどね。もっとコンパクトにして、

測定もワイヤレスでできるようにしたい。

来年、カリフォルニアで開かれる、国際

ユーモア学会（※2）までには携帯型の測定機

を作って持っていけるんじゃないかな」

笑いは人間同士、特に母子のあいだで

大きな役割を果たすという。

「赤ちゃんが生後1か月から3歳ぐらいの

あいだに、上手に一緒に笑える母子関係は

非常に良好な状態なんですね。それで、いろ

んな自治体が応援してくれると言ってるんだ

けど、若干の予算がついたら母子検診の

一部として、笑い測定器を使って『ほらほら、

赤ちゃんといいシンクロができましたねえ』と

グラフをプリントアウトしたものを記念に

笑いの種類 横隔膜 大頬骨筋 腹筋

大笑い ○ ○ ○
含み笑い ○ ○ ×
こらえ笑い ○ × ○
漏れ笑い ○ × ×
作り笑い × ○ ○
愛想笑い × ○ ×
カラ笑い × × ○
笑いなし × × ×

3箇所の測定による笑い反応のパターン

脚注 ※1

笑いを測定して数値化する
その出発点は横隔膜にあり

真面目さから遠く離れて
『再起動』するための笑い

○…反応あり、×…反応なし
ユーモア・サイエンス学会編『笑いの科学』Vol.1より引用
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あげるといいんじゃないかと思っています。

抱き方や育て方をお婆ちゃんから教わった

りするお母さんは少なくなってきてますからね。

うまく一緒に笑えないお母さんには、赤ちゃん

のくすぐり方を教えたりしてもっと笑って

もらえればいい。母子関係がうまくいか

ないと、『愛情が足らない』とか言って

お母さんの人格を否定することがあるけど、

この笑い測定器を使えば、横隔膜の動きで、

科学的に判断できるし、対処法も考え

やすくなると思います」

笑うことが、子供をうまく育てる一番の

近道だと話す木村さん。

「胎教もいいし、早期教育も悪くないけど、

いちばん大事なのは笑うことなんです。

だから『イナイイナイバー』で笑う赤ちゃんを

もっと見習うべきだと思います。ハムレットが

『生きるべきか死ぬべきか』と言って悩んで

いるような状態はいかがなものかと思うわけ

でね。さらに近代人というのは、勤勉に

生きることが非常にポジティブ

な価値観となっています。昔

なら反戦運動とか、そういう

運動を真面目にステップを

踏んでやっていけば、より

理想に近づき、より人間の

成長がもたらされるという

のは、実は嘘だったと歴史が

証明してますからね。先ほど

話したポル・ポトの一派に

しても、連合赤軍事件の犯人

にしても、彼らは真面目でいい

連中だったと思うんだけど、

あまり笑わなかったんじゃないかな。

笑うべきなんだ。笑うとそういう深刻さと

真面目さのトラップから抜けられるんです。

高級なユーモアで笑わなくてもいい。子供と

一緒にアホなお笑いのDVDでも借りて

『アハハ』と笑って、『あ、いま3aH上がった』

と言ってるほうがいいと思いますよ。人間は

どうせ愚かなんだから」

人生は愚かであること。そして無意味で

あることの大切さを説く木村さん。

「一部のキリスト教徒やマルクス主義者は、

理想を求めて、その妨げになる異教徒や

反革命分子を粛正して殺してきた。そうした

思想は文明社会の規範でもあったけど、

リスクを負うことにもなったんです。『９.１１』の

テロもそうだし、グローバリズム資本主義は

単にお金と欲望のシステムだからね。この

まま乗っていくと我々は滅びるんじゃないか

と思いますよ。

だから笑うことで、近代人の真面目主義や

真摯＝深刻主義とは違ったところに、新しい

思考とタフで誠実な生き方を見つけることが

できるかもしれない。コンピュータ用語、特に

Macで言うとまさに『再起動』だと思います。

広げたファイルをいったん片付けて、まったく

のゼロから始める。これと同じことを、自分

自身に対してもできる人が、最も自由度が高く、

ユーモアの精神を持つことができるんじゃ

ないかな。自分という実体をずっと引きずって

いると、その中に優越感とかコンプレックス

とかいろんなしがらみを抱え込みますから、

そのまま容量を広げるのは限界があります。

だからフリーズする前に、ユーモアのリセット

ボタンをふっと使えるような人、つまり笑

える人。そういう人を僕は『達人』と呼びたい」

人間が持つ感情の中でも、もっとも低く

見られがちな、『笑い』。しかし、この感情は、

我 を々自由で楽しい地点にまで連れて行って

くれそうだ。まずは1aH笑ってみるところから

始めてみてはどうだろうか。

Text by：植田マサユキ

国際ユーモア学会　International Society for Humor Studies脚注 ※2

1997年から毎年開かれている、笑いを総合的に研究する国際的な学会。本部事務局
はアメリカ・オークランドにあるホーリー・ネームズ大学にある。毎年約20の国から、
100人ほどの参加者がある。今年度の学会はスペインで開催された。

aH（アッハ！）が世界を救う!!
木村洋二さん

関係性の未来




